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５-１ 自然災害とともに生きる
くり返す自然災害

５年 組 番

②【基本】資料 を読み取ろう。 
・題を読もう。どのような自然災害が書かれているだろうか。何年おきだろうか。

・大きな地震と大きな津波の発生について気づいたことを書こう。

・大きな台風と大雨の発生について気づいたことを書こう。

・その他で気づいたことを書こう。

③【ポイント】今後自然災害はどれぐらい発生すると考えられるだろうか。考えたことを書
こう。（資料 も参考にしょう。） 

④自然災害と向き合っていくうえで調べたいことを話し合い，学習問題をつくろう。 

① 【ねらい】日本でこれまで発生した自然災害から学習問題を考える。

P206～P207 

・大きな地震が起きていない期間もあるが，最近でも大きな地震が起きている。

・津波は数は多くはないが，20年に１度は起きている。

・ここに示されていない大きな地震もあると思う。

・100年前から台風や大雨の自然災害がずっと続いている。

・1940年から80年が多い。最近は対策をとっているから少ないのかもしれない。

・台風や大雨は毎年ニュースになるので，やはり多い。

・噴火は違う火山で起きている。

・大雪は多い年もあったが，最近は１度だけだ。温暖化が関係あるかもしれない。

・大雪や噴火はいつ起きるのかわからない。

・地震や津波，台風や大雨はこれからも日本の各地で毎年発生すると思う。

・大きな噴火や大雪は，可能性は少ないかもしれないが発生する可能性がある。

・自然災害は日本では今後も起きると思って，対策をすることが必要だと思う。




